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 　防弾チョッキにダイラタンシーの性質

を持つカスタードが使われているという
海外ニュースを見た。そこで緩衝材とし
て日常生活で利用できないかと考えた。

　　　　　　　　　　力を加えると　　　　　　

ダイラタンシーの仕組み

粒子表面の水分が内部に移動し、
粒子内部の水分が増える

仮説　　ダイラタンシーの性質によって　　　
外部からの衝撃を吸収し、内容物　　　を守
ることができる。

行った実験

実験①　ダイラタンシーに衝撃吸収　　　　
能力があるか

実験②　日常生活においてダイラタン　　　　
シーを利用できるのか

実験②の方法

ダイラタント流体と卵を
密着させて落とす 

ダイラタント流体の入ったボウル
に生卵を落とす

実験①の方法
生卵

ダイラタント流体

実験①の結果より
　ダイラタンシーには衝撃吸収能力がある。

実験②の結果より
・ダイラタンシーは衝撃を和らげる能力があった
・水にはダイラタンシーと同じような能力は見られな
かった

◎ダイラタント流体のメリット
　　気泡シートなどで破けるなどで機能を失っし　まう
が、ダイラタント流体では衛生的に異常が　出ない限
り、連続して使える。
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　ダイラタンシーとは、力を加えると個体のよ
うになり、力を加えないと液体のようになると
いう性質
　ダイラタンシーの性質を持つ物体を、ダイ
ラタント流体という

生卵のみでコンクリートに
落とした場合2.5cmで割れた。
ダイラタント流体に落とした場合5.0mの高さ
から落としても生卵は割れなかった。

実験①の結果
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「緩衝材として利用できるのか」という疑問
の解決のため、ダイラタント流体と水を比較
する。

（水も同様に）


